
町内の大学や隣接自治体との連携による地域公共交通対策
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【１．本町の概況について】 Ｐ３

■位置図 ■福崎町の概要
・昭和３１年５月誕生
「民俗学の父 柳田國男生誕の地」
近年は「妖怪のまち」として知られてきた

（面 積） ４５．７９ｋ㎡
（人 口） １９，５２８人（Ｈ３０．１０）
（世帯数） ７，１９９世帯（Ｈ３０．１０）
（昼夜人口比率） 約１１２．４％（県下１位）
（工業出荷高） 約１，１５０万円/人（県下１位）

■交通網及びアクセス
・中国自動車道と播但連絡道路が交差

中国自動車道で大阪から 約６０分
播但連絡道路で姫路から 約２０分
ＪＲ播但線で姫路から 約２５分
町内をコミュニティバスが運行

（柳田國男） （河童装置）



（コミュニティバス「サルビア号」の沿革等について：平成３０年改編前）

★平成１１年４月：無償福祉バスとして運行開始（４／１４）

★平成２４年１２月：コミュニテイバス再編（有料化、郊外便デマンド化）（１２／３）

★平成２６年４月：郊外便（川西地区）を定時定路線に変更（４／１）

【２．地域公共交通網形成計画策定に向けて】 Ｐ４～８
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※まちなか便：１２人乗り
郊外便：８人乗り



５

H29

【分析】
〇平成２４年１２月に再編後、全体の利用者数は約１．７倍になっている。
しかし、郊外便（川東地区：デマンド型）については、利用が伸び悩む。
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（Ｈ２９：近畿運輸局による「地域連携サポートプラン」協定→提案）

（提案書より引用）
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（地域連携サポートプラン提案の抜粋）
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※これらの提案を参考として、公共交通網形成計画を策定→平成３０年度より実行。



9

【３．地域公共交通網形成計画及び各種施策について】 Ｐ９～３１
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（公共交通網形成計画の内容：抜粋）

～一人ひとりが活動しやすく
住みよいまち 福崎～



●計画 基本方針１：「まちの玄関口」の整備

11
★今後、ＪＲ福崎駅の利用促進、周辺の活性化、アクセス確保が本町の最重点課題
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■実施 福崎駅周辺整備事業について：Ｈ２６年度～Ｒ元年度

★当初、交通広場のみの
整備計画を交通広場
＋交流広場の整備に変更

※住民発議による都市計画
変更
（駅前に憩いの場の創出
が必要）
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（令和元年１０月６日 竣工式典の様子）

（ﾃｰﾌﾟｶｯﾄの様子）

（平成２５年と令和元年の航空写真比較）



14

（新聞記事）



（参考：辻川界隈を中心とした文化観光まちづくり）

（活用を検討する主な施設）
〇県指定文化財三木家住宅

〇旧辻川郵便局

〇辻川観光交流センター

〇交流施設「タケムラ」 等
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（最近の観光まちづくりの取り組み）
〇河童・天狗装置等の設置
〇妖怪ベンチの設置
〇妖怪ＡＲの開発
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●計画 基本方針２：「まちなかの回遊性向上」 Ｈ３０．１０．１～実施
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★平成２９年８月３１日に、市町村運営有償運送の登録に関する処理方針の一部改正実施
〇持ち込み車両の使用が認められるようになった。→神戸医療福祉大学との提携
〇交通空白地対策→コミバス運行時間終了後の交通空白時間を埋める
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■実施 大学バス運行開始式：Ｈ３０．１０．１実施
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（国土交通省様作成資料より）
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●計画 基本方針４：「町外連携による交流人口増」 Ｈ３０．１０．２～ 火・木曜実施

【市川町連携コミバス＋買い物バス運行】 → ★交流人口増＋買い物弱者対策
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■実施 市川町連携コミバス運行開始式：Ｈ３０．１０．２実施



■火・木曜日
（１便目は前日午後３時迄に電話予約が必要）
※福崎町内の全ての地区を対象とします。
目的地：神崎総合病院・せせらぎの湯

運行日

★市川町連携コミュニティバス（福崎町→市川町へ）
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【市川町コミバス時刻表】

市川町
役場で
乗換

※町内どこからでも利用可能

一番近いﾊﾞｽ停まで送迎
（ﾊﾞｽ停箇所数 約１００箇所）
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【福崎町・市川町合同「バス旅」体験について 実施日：令和元年１１月２６日】
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【新聞記事及び広報１月号での紹介】

(神戸新聞） (広報１月号）
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★市川町連携分＋買物バス（デマンドの不便さを軽減するために川東地区で実施）

【市川町連携：市川町役場発～ラ・ムー行）

★１車両での時間の有効利用＋ニーズ対策の実現

【買い物バス：川東地区 ラ・ムー発～ラ・ムー行
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（参考）一日の流れについて：市川町連携コミバス＋買い物バス



●計画 基本方針４：「町外連携による交流人口増」姫路市連携分 Ｈ３１．１０～目標
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【姫路市連携分】 ※工業団地へのアクセス確保・姫路市との交流人口増



（トヨタ・モビリティ基金申し込み背景）
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■実施 福崎町・姫路市連携ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ運行社会実験

●姫路市交通空白地・不便地図（姫路市資料）

〇本町においては、西部工業団地が交通空白地
朝夕の一定の利用は見込めるが、昼間の利用は
厳しい。
〇姫路市においては、香寺地域の交通空白地の
解消が図られる。
〇現時点では、双方の市町において予算措置が
難しかった。



（事 業 名） 福崎町・姫路市連携コミュニテイバス

【ふくひめ号】運行社会実験

（事業期間） ２０１９．４～２０２１．３
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（実施概要）

連携コミュニティバスを活用して、福崎町及び姫路市の

公共交通空白地域の解消及びＪＲ播但線の利用促進や

企業の雇用確保、障がい者就業支援といった多様な分野

が連携することで、地域のニーズに合った地域交通を形成

し、事業継続性を高める。

（１） 市町間連携コミュニティバスの運行社会実験の実施

（２） ＪＲ播但線の福崎駅及び溝口駅を繋ぐ二次交通の確保

（３） 障がい者就業支援モデルの確立

（運行の考え方）

運行事業者：福崎町で選定

運 賃： １乗車２００円（社会実験期間中）

本格運行：社会実験の結果を検証後、運行継続

の可能性等を見極める。

（申請団体） 実 施 者：福崎町
連携団体：姫路市、溝口ﾆｭｰﾀｳﾝ自治会、

工業団地協議会、神崎郡自立支援協議会

［

（コース） 計１２便の運行を予定

Ａ便 （経路） ＪＲ福崎駅～工業団地経由～ＪＲ溝口駅 （播但線） 計３便

Ｂ便 （経路） ＪＲ溝口駅～工業団地経由～ＪＲ溝口駅（播但線） 計２便

Ｃ便 （経路） ＪＲ溝口駅～工業団地経由～ＪＲ福崎駅（播但線） 計３便

Ｄ便 （経路） 福崎町文化ｾﾝﾀｰ～香寺・福崎経由～福崎町文化ｾﾝﾀｰ ４便

（使用車両）トヨタ・ハイエース１台（１４人乗り：運転手込）

（運行内容）

月曜日から土曜日（日曜・祝日は運休）

※その他運行日は福崎町巡回バスと同様

（社会実験期間）２０１９．１０～２０２１．３

【トヨタ・モビリティ基金を活用した市町間連携による地域公共交通社会実験の実施 R元～２】
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【運行ルートイメージ Ａ～Ｃ便：通勤対応 Ｄ便：市町間連携便】

１．８．１１便目

２．９便目

３．１０．１２便目

４．５．６．７便目
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■実施 福崎町・姫路市連携コミバス（ふくひめ号）出発式 Ｒ１．１０．１

（新聞記事等）
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【４．地域公共交通におけるクロスセクター効果の算出】 Ｐ３２～３３
（近畿運輸局作成パンフレットより）
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34

【５．公共交通施策の周知及び利用促進について】 Ｐ３４～３８

【施策周知に対する取り組みについて】

〇施策の広報・ＨＰによる周知
＋公共交通網形成計画概要版全戸配布等

〇ＭＭ活動＋利用促進チラシ作成
＋公共交通総合ＨＰ作成

（具体的な取り組み）
①町内全域の自治会協議員への周知

②町内全域の自治会に対し、利用想定者
に対する説明を実施

③全体時刻表等の配布＋各自治会ごとの
個別時刻表＋利用方法例の配布
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（全体時刻表：Ａ２×両面） 時刻表の見方はよく分からん・・・
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★ポイント

★行き③便目と帰り１便目は同じ便です。行きの回数が１回増えます。

（各地区時刻表例） → 出発地点と目的地・目的地での滞在時間 そして帰着時間示す



福崎町役場前

９時頃
所要時間約１０分

まちなか便 まちなか便

まちなか便

１時間滞在

１時間半滞在

２時間強滞在

所要時間約１０分

合計
約１時間半

所要時間約１０分

所要時間約１０分

１時間を超える場合

１時間半を超える場合

利用方法の例（図書館の利用）

サルビア号
（まちなか便）

福崎町役場前

１０時半頃

福崎町役場前

１１時頃

福崎町役場前

１１時半頃

合計
約２時間

合計
約２時間半

【利用方法例提示の考え方】

①行ける場所を具体に示す。

②行き方・帰り方を示す。
※乗り遅れた場合のフォロー

③滞在可能時間を示す。

④全体時間を示す。

★パターン化したものを示すこ
とにより、利用者の不安を無くし、
外出意欲を喚起する。

37



38

（利用促進チラシ Ａ３両面）

〇各系統別に変更点等のポイントを記載
〇市川町連携コミバスについては特にややこしいので詳細を記載
〇運転経歴証明書の取得方法や特典などを詳しく記載
〇お試し券として無料乗車券を添付

（おもて） （うら）



 公共交通施策の策定や実施に際して

①自分が利用者だったら、公共交通がどうなったら嬉しいか？

②思いついたことは、とりあえず言葉に出してみて、出来る可能性が

あるかどうかを相談してみよう。

③利便性向上と利用促進策は同時に継続的に行う。

④行政だけでなく、地域や企業も含めてみんなで育てていけるような

公共交通にしていきたい。
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【６．担当としての想い】



ご清聴ありがとうございました。


